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新緑のビハ
公園で自然
を満喫！

　 2004くまもと　緑の祭典インくま　　４月29日（みどりの日）

　

４
月
29
日
「
森
を
知
ろ
う
、
森
と
遊
ぼ

う
」
を
テ
ー
マ
に
森
林
の
持
つ
多
様
な
機

能
や
魅
力
を
学
び
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
く
ま
も
と
緑
の
祭
典
イ
ン
く
ま
」
が
県

球
磨
地
域
振
興
局
、
地
元
市
町
村
で
組
織

さ
れ
た
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
新
緑

い
っ
ぱ
い
の
ビ
ハ
公
園
で
開
催
さ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
参
加
の
緑
の
少
年
団
や
大
勢

の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

く
ま
も
と
緑
の
祭
典
は
、
熊
本
県
植
樹

祭
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
内
容
を
、
体

験
・
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
年
で
四

回
目
と
な
り
ま
す
。

　

勇
壮
な
龍
神
太
鼓
で
幕
が
開
い
た
開
会

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、安
田
熊
本
県
出
納
長
、

松
村
県
森
連
会
長
、
地
元
犬
童
町
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
県
内
各
地
か
ら
参
加
し

た
緑
の
少
年
団
を
代
表
し
て
今
回
結
成
さ

れ
た
ば
か
り
の
岡
原
小
学
校
、
上
小
学
校

の
谷
口
令
奈
さ
ん
（
上
小
六
年
）、
中
神

享
也
君
（
岡
原
小
四
年
）
に
よ
り
、「
森

は
自
然
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

先
祖
か
ら
受
け

継
が
れ
た
森
を

大
事
に
守
っ
て

い
き
ま
す
。」

と
元
気
に
ア

ピ
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
Ｋ

Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

（
く
ま
こ
い
）
六
調
子
の
披

露
を
は
じ
め
、
各
テ
ー
マ
ご

と
に
設
置
さ
れ
た
体
験
コ
ー

ナ
は
参
加
者
で
溢
れ
、
元
気

な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。

地元緑の少年団と犬童町長による記念植樹

アピールを行う地元緑の少年団代表

うまく懐刀は出来たかな？（竹細工教室）

  幸福イチゴ列車と幸福　ホームランメロンオーナー収穫祭
くま川鉄道を利用して訪れる参加者
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　 2004くまもと　緑の祭典インくま　　
　

あ
さ
ぎ
り
町
の
観
光
農
業
体
験
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
５
月
１
日
〜
５
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
「
幸
福
イ
チ
ゴ
列
車
」
と
「
ホ
ー

ム
ラ
ン
メ
ロ
ン
オ
ー
ナ
ー
収
穫
祭
」
は
、

九
州
各
地
を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
利
用
し
て
帰
郷
さ
れ

た
大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

食
べ
放
題
に
大
満
足

幸
福
イ
チ
ゴ
列
車

　

５
月
１
日
〜
４
日
ま
で
の
４
日
間
、
幸

福
イ
チ
ゴ
列
車
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
農
業
経
営
者
と
消
費
者
と
の

交
流
拡
大
に
合
わ
せ
、
く
ま
川
鉄

道
の
利
用
促
進
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
今
年
は
約
４
０
０
名
（
４

日
間
）
が
参
加
。
参
加
者
は
お
か

ど
め
幸
福
駅
と
、
ふ
れ
あ
い
温
泉

「
温
華
乃
遥
」
に
集
合
し
、
町
内
４

軒
の
イ
チ
ゴ
農
家
で
収
穫
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
内
で
は
食
べ
放
題
と

な
っ
て
お
り
、
甘
い
イ
チ
ゴ
を
お
い

留
地
区
に
あ
る
や
っ
た
ろ
館
で
町
母
子
会

に
よ
る
郷
土
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加

者
は
だ
ご
汁
や
煮
し
め
な
ど
旬
の
食
材
を

活
か
し
た
郷
土
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

大
き
く
て
あ
ま
〜
い

メ
ロ
ン
を
収
穫

幸
福
ホ
ー
ム
ラ
ン
メ
ロ
ン
収
穫
祭

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
５
日
、
県
内
外

か
ら
約
70
組
３
０
０
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
お

か
ど
め
幸
福
駅
に
集
ま
り
、
幸
福
ホ
ー
ム

ラ
ン
メ
ロ
ン
の
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
駅
か
ら
近
く
の
橋
口
均

さ
ん
宅
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
へ
移
動
し
、
大

き
く
甘
く
育
っ
た
メ
ロ
ン
の

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

駅
前
で
は
Ｊ
Ａ
や
町
ふ
る

さ
と
振
興
社
に
よ
る
バ
ザ
ー

や
郵
便
局
に
よ
る
宅
配
サ
ー

ビ
ス
も
行
わ
れ
、
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

岡
留
公
園
で
の
昼
食
交
流
会
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
地
元
お
か

ど
め
会
お
手
製
の
お
弁
当
の

ほ
か
、
採
れ
た
て
の
メ
ロ
ン

の
試
食
も
あ
り
、
参
加
者
は

連
休
の
最
終
日
を
満
喫
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

し
そ
う
に
ほ
お

ば
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
も
み
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昼
食
交

流
会
で
は
、
福

力強い木遣りの実演には歓声が・・・

  幸福イチゴ列車と幸福　ホームランメロンオーナー収穫祭

おいしいイチゴ採れたよ !

ぼくの顔とどっちが大きいかな ?

郷土料理がふるまわれた昼食交流会 (やったろ館 )

くま川鉄道を利用して訪れる参加者
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せ
き
れ
い
館

　

皆
さ
ん
、
深
田
校
区
に
あ
る
「
せ
き
れ
い
館
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

会
議
室
・
大
ホ
ー
ル
・
児
童
館
・
図
書
館
等
の
設

備
を
備
え
た
公
民
館
施
設
で
す
。

　小さいお子様が遊べる空間です。遊具・絵本なども置いていま
すので、親子のふれあいの場としてご利用ください。
　お子様を遊ばせながら、ゆっくり読書をしたり、お母さん同士
の憩いの場所として楽しんでいただけます。

　昨年度約 900 冊の図書及び視聴覚資料を購
入しました。ビデオ鑑賞用のテレビも２台設置
しており、館内でご覧いただけます。また、読
み聞かせ用の大型絵本や紙芝居もありますの
で、ご利用ください。貸し出しは、図書は５冊
まで、ビデオ２本まで、期間は２週間以内です。

図書館

利
用
し
よ
う
！

ま
ち
の
公
民
館   

深
田
校
区
公
民
館

児童館



5

　168 席の移動観覧席を設置し、最大
280 名収容のメインホールです。広くは
ありませんが、ピアノの発表会等に適した
ホールになっています。また、スクリーン
や音響装置も設置していますので、プロ
ジェクターを使用した講習会や映画鑑賞会
などにもご利用いただけます。

会議や勉強会等にご利用できます。和室は、本格的な茶道も楽しんでいただけます。

午　前 午　後 夜　間 冷暖房料金
9時～12時 12時～17時 17時～22時 １時間

講　　 堂 1,000 1,000 1,200 1,000
控　　 室 300 300 400 100
小会議室 500 500 600 100
中会議室 700 700 800 200
第 １ 400 400 500 100
第 ２ 400 400 500 100

和　　 室 800 800 1,000 200
調 理 室 800 800 1,000 100
パソコン １台　１時間　１００円

ご利用方法
　利用時間は 9：00～ 22：00まで。
　東庁舎生涯学習課及び各支所にある申請書
に記入し、１週間前までに提出していただき
ます。
　料金は、右記の料金表で算出し、前納とな
ります。

利用料金表（単位：円）
　宴会等を伴う使用（講堂・和室に限る）に
ついては、所定の使用料の額に下記を加えた
額とする。
（１）講　　堂：5,000 円を加えた額
（２）和　　室：2,000 円を加えた額

　講堂の付属設備の使用料については、所定
の使用料の額に下記を加えた額とする。
（１）音響等設備：500円を加えた額
（２）ピ　ア　ノ：500円を加えた額
（３）映写機等設備：500円を加えた額

詳しくは、下記までご連絡ください。
　せきれい館：あさぎり町深田西955-1☎0966-45-0665
　生涯学習課：あさぎり町免田東1989-3（直通）0966-45-7227

和室（有料）

講堂（有料）

調理室（有料）会議室（有料）

●あさぎり町立
深田小学校

球磨川
県道水上人吉線 至黒肥地至人吉

至免田東

至フルーティーロード

GS

深田支所●
せきれい館

（単位：円）
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健康のページ健康のページ

複合健診の日程を次のとおりお知らせします。
実施日 曜 時　　間 場　　　所 検　　　診　　　項　　　目

6月28日 月 8時30分～11時 岡原保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

6月29日 火 7時30分～11時 岡原保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

6月30日 水
7時30分～11時 須恵文化ホール 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

13時～14時 須恵文化ホール 胸部レントゲン・基本健診・腹部超音波・乳がん

7月１日 木
7時30分～11時 深田保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

13時～14時 深田保健センター 胸部レントゲン・基本健診・腹部超音波・乳がん

7月2日 金 7時30分～11時 上保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

7月3日 土 7時30分～11時 上保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

7月5日 月 8時30分～11時 上保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

7月6日 火 7時30分～11時 上保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

7月7日 水 7時30分～11時 免田保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

7月8日 木 7時30分～11時 免田保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

7月9日 金 7時30分～11時 免田保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

7月10日 土
7時30分～11時 免田保健センター 胸部レントゲン・基本健診・胃がん・腹部超音波・乳がん・子宮がん検診

13時～14時 免田保健センター 胸部レントゲン・基本健診・腹部超音波・乳がん

＊健診の時間は午前中です。ただし、６月30日と７月１日は午後も実施します。午前中ご都合の悪い方は
この日に受診ください。ただし、胃がんと子宮の検診はありません。

＊受診者の割り振りは地区毎ではなく個人割り振りをしています。同じ地区の方で受診日が異なることもあ
りますのでご了承下さい。

　　指定の期日が都合の悪い方は、都合の良い日に受診されてもかまいませんが、超音波検診（腹部・乳が
ん）は一人当たりにかかる時間を考慮して時間を割り振ってありますので、例えば早朝に集中しますと待
ち時間がとても長くなってしまいます。集中を避けるためにも受付時間はなるべく守っていただきますよ
うお願いいたします。

＊７月10日（土）の午後は予備の検診日で受診者の割り当てはしていません。割り振られた検診日に都合
が悪く、10日の午後受診を希望される方は6月18日（金）までにお申し込み下さい。

　　申込者の人数によっては受付時間を短縮することがありますので、ご希望の方は必ずご連絡下さい。
＊複合健診についての内容の変更や追加申し込みの方はご連絡下さい。

ご連絡先　あさぎり町役場　健康増進課（免田保健センター内）☎４５- ７２１６
＊＊ 健診問診票など案内状は6月始めには個人宛通知いたします。胸部レントゲン以外は申込者のみ通知
します。

　　胸部レントゲンは対象となる住民の方には全員通知をいたします。

平成16年度複合健診日程平成16年度複合健診日程
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健康のページ健康のページ

　４月の４歳児歯科健診では、22名が受診し、むし歯がなかったお友達が 10名いました。保護者の方は
７名が健診を受けていただきました。６月は「歯の衛生週間」があります。大人も子どもも、定期的な歯科
受診と毎日の歯磨きで、歯を大切に！！

　

厚
生
労
働
省
が
、
今
年
は
風
し
ん
が
流
行
す
る
兆
し
が
あ
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
県
内
で
は
流
行
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
県
の
大
分
県
・
鹿

児
島
県
で
患
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
本
県
で
も
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

風
し
ん
は
妊
娠
中
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
産
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に

様
々
な
障
害
（
白
内
障
・
心
臓
疾
患
・
難
聴
・
発
育
障
害
他
）
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
妊
娠
初
期
に
感
染
す
る
と
、
障
害
が
出
る
危
険
が
よ
り
大
き
く

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定
の
あ
る
女
性
で
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
て
お
ら
れ
ず
か
つ
風
し
ん
に
か
か
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
予
防
接

種
を
受
け
て
産
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
、
さ
ら
に
接
種
後
２
〜
３
ケ
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※ 

平
成
６
年
に
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
対
象
年

齢
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
方
」
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
母
子
健
康

手
帳
の
記
録
を
確
認
く
だ
さ
い
）

★ 

現
在
は
、
生
後
12
〜
90
ケ
月
の
子
ど
も
さ
ん
が
予
防
接
種
法
の
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
年
齢
以
外
の
方
は
医
療
機
関
で
の
任
意
接

種
と
な
り
ま
す
。

　
 

詳
し
く
は
、
産
婦
人
科
医
等
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
（
問
合
せ
先　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

４
５-

５
１
３
３
）

風
し
ん
に
注
意
！

予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

森川　采音ちゃん

（上）

岩本　　凌くん

（深田）

谷口　　空くん

（免田）

中村　菜伽ちゃん

（免田）

吉永ひな美ちゃん

（岡原）

荒木　優太くん

（免田）

小山　　楽くん

（免田）

井上りゅうかちゃん

（免田）

森岡　　零くん

（上）

税木　崚平くん

（須恵）

４歳児歯科健診でむし歯がなかったお友達
平成16年4月20日実施



8

ま　

ち　

の　

話　

題

Town Topics

36
名
が
退
団
、
40
名
が
入
団

　

四
月
十
八
日
（
日
）、
須
恵
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
に

お
い
て
七
百
名
を
超
え
る
町
消
防
団
の
入

退
団
式
及
び
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
36
名
の
退
職
団

員
に
退
団
辞
令
、
40
名
の
新
入

団
員
に
団
員
辞
令
が
鬼
塚
消
防

団
長
か
ら
交
付
さ
れ
、
新
し
い

各
分
団
役
員
へ
の
辞
令
も
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
犬
童
町

長
を
は
じ
め
、
来
賓
代
表
各
位

か
ら
永
年
に
わ
た
る
功
労
と
、

新
入
団
員
へ
の
激
励
の
言
葉

が
あ
り
、
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
伝
達
及
び
町
長
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
は
、
会

場
を
隣
の
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
駐

車
場
へ
移
し
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
の
部
38
チ
ー
ム
と
ポ
ン
プ
車

の
部
３
チ
ー
ム
に
よ
る
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
、
初
代
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
チ
ー
ム
の
栄
冠
を
目
指

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
競

わ
れ
ま
し
た
。

競
技
後
半
戦
は
雨
中
の
熱
戦

　

操
法
大
会
は
、
一
秒
を
争
う
ス
ピ
ー
ド

と
規
律
面
の
合
計
得
点
で
競
わ
れ
る
だ
け

に
各
分
団
（
部
）
は
、
こ
の
日
の
た
め
に

一
月
の
出
初
め
式
後
選
手
選
考
を
早
い
段

階
か
ら
行
い
、
練
習
を
積
み
重
ね
る
な

ど
、
準
備
を
進
め
て
き
た
だ
け
に
気
合
い

充
分
。

　

大
会
も
後
半
戦
に
入
る
頃
か
ら
皮
肉
な

ま
で
の
雨
が
降
り
始
め
ま
し
た
が
、
選
手

も
団
員
も
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
の

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
部
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
八
月

一
日
に
開
催
さ
れ
る
球
磨
郡
消
防
協
会
消

防
操
法
大
会
に
あ
さ
ぎ
り
町
代
表
チ
ー
ム

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
か
っ
こ
内
は
、
管
轄
地
区
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

第
11
分
団
１
部
（
阿
蘇
）

　
　
　

 （
恒
松
博
之
、
平
田
太
志
、
浜
口

敏
行
、
平
山
信
行
）

二
位　

第
14
分
団
２
部
（
庄
屋
・
仁
王
）

三
位　

第
４
分
団
２
部
（
永
山
・
狩
所
）

四
位　

第
４
分
団
１
部
（
石
坂
）

五
位　

第
７
分
団
１
部
（
黒
田
）

六
位　

第
６
分
団
３
部
（
二
子
）

七
位　

第
３
分
団
３
部
（
柳
別
府
）

■
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　

第
３
分
団
１
部
（
堀
の
角
）

　
　
　

 （
越
替
圭
介
、
山
口
暁
生
、
樅
木

寿
礼
、
梅
田
喜
貴
、
高
上
貢
司
）

二
位　

第
６
分
団
１
部
（
大
正
町
・
本
町
）

三
位　

第
１
分
団
１
部
（
井
上
・
下
永
里
）

小
型
ポ
ン
プ
は
第
十
一
分
団
一
部（
阿
蘇
地
区
）

ポ
ン
プ
車
は
第
三
分
団
一
部（
堀
の
角
）が
優
勝
！

平成16年度
あさぎり町
消　防　団
入 退 団 式

「操作～はじめ！」とともにタイムとの勝負（小型ポンプ）

「延びろ～っ！」という声が聞こえてきそうな雨中の第２線延長（ポンプ車）
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４
月
14
日
、
町
内
の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
組
織
す
る
あ
さ
ぎ
り
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
（
山
口
芳
勝
会
長
）
か
ら
町
に
対

し
て
通
学
路
危
険
箇
所
の
早
期
改
善
に
つ

い
て
の
要
望
書
が
犬
童
町
長
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
昨
年
か
ら
各
校
区
ご

と
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標
識
の
設
置
を
は

じ
め
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
調
査
を
独

自
に
行
い
、
今
回
の
提
出
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
山
口
会
長
は
、
危
険
箇
所
を
示
す

印
と
改
善
点
を
記
入
し
た
地
図
を
町
長
に

手
渡
し
、「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
要
望
さ
れ
、
犬
童

町
長
も
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登
校

で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

四
月
三
十
日
、
免
田
小
学
校
で
全
学
年

を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ
て
、
ダ
ミ
ー

人
形
を
使
っ
た
衝
突
実
験
で
車
が
急
に
止

ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
や
、

標
識
の
意
味
を
学
ん
だ
後
、
１
・
２
年
生

は
実
際
に
道
路
に
出
て
横
断
歩
道
な
ど
の

渡
り
方
、
３
年
生
以
上
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

交
通
指
導
員
の
指
導
に
よ
り
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
各
小
学
校
で
も
そ
れ
ぞ

れ
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

通
学
危
険
個
所
の
早
期
改
善
を

あ
さ
ぎ
り
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
が
要
望
書
提
出

自
転
車
の
点
検
や
標
識
の
勉
強
も

免
田
小
学
校
交
通
安
全
教
室

要望書を手渡す山口郡P連会長

　

五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん

で
、
上
第
二
保
育
所
で
鯉
の
ぼ
り
製
作
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

取
り
組
ん
だ
の
は
３
〜
５
歳
児
の
ゆ
り

組
、
さ
く
ら
組
の
み
な
さ
ん
。
園
児
た
ち

は
絵
の
具
で
真ま

ご
い鯉

と
緋ひ

ご
い鯉

に
思
い
思
い
に

色
を
ぬ
り
、
小
さ
な
棒
に
飾
っ
て
い
ま
し

た
。
完
成
し
た
鯉
の
ぼ
り
に
「
こ
の
色
き

れ
い
か
ろ
！
」
と
、
と
て
も
満
足
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　

四
月
三
十
日
、
四
月
に
自
衛
隊
に
入
隊

さ
れ
た
町
内
出
身
の
新
入
隊
員
の
み
な
さ

ん
が
、
役
場
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
新
し
い
環
境
の
中
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
日
表
敬
訪
問
さ
れ
た
新
入
隊
員
は

次
の
方
々
で
す
。

・
鳥
飼　

久
天
（
吉
井
）　 

鹿
児
島
国
分

駐
屯
地

・
清
田　

康
裕
（
永
岡
）　　
　

〃

・
犬
童　

康
弘
（
井
上
）　 

北
熊
本
第
八

特
科
連
隊

・
溝
口　

美
洋
（
今
井
）　　
　

〃

・
宅
摩　

阿
美
（
八
幡
町
） 

長
崎
相
浦
駐

屯
地

・
大
城　

祐
樹
（
永
山
）　 

長
崎
佐
世
保

駐
屯
地

屋
根
よ
り
高
〜
い
鯉
の
ぼ
り

上
第
二
保
育
所
で

鯉
の
ぼ
り
製
作

新
天
地
で
心
新
た
に

自
衛
隊
入
隊
者
が
表
敬
訪
問

写真右上犬童さん、右から宅摩さん、大城さん、
町長、溝口さん、鳥飼さん
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四
月
二
十
七
日
、
岡
原
小
学
校
の
児
童

が
斉
藤
清
さ
ん
宅
の
ハ
ウ
ス
で
サ
ラ
ダ
ス

ナ
ッ
ク
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
サ

ラ
ダ
ス
ナ
ッ
ク
は
エ
ン
ド
ウ
豆
の
よ
う
な

形
を
し
て
お
り
、
ゆ
で
る
と
皮
ご
と
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
初

　

四
月
十
七
日
、
永
岡
地
区
に
あ
る
森
園
カ

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
開
場
を
記
念
し
て
、
森

園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
開
場
記
念
あ
さ
ぎ
り

町
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
小
学
校
６
年
生
以
下
の
部
と
３
年

生
以
下
（
学
年
別
）
の
部
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
合
わ
せ
て
32
チ
ー
ム
が
参
加
。
各

部
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
６
年
生
以

下
の
部
で
は
地
元
岡
原
Ｆ
Ｃ
が
健
闘
し
、
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
今

年
度
で
ナ
イ
タ
ー
設
備
な
ど
も
整
う
予
定
で

す
。

真
新
し
い
芝
生
の
上
で
キ
ッ
ク
オ
フ
！

森
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

開
場
記
念
サ
ッ
カ
ー
大
会

収
穫
体
験
を
満
喫

茶
摘
み
や
サ
ラ
ダ
ス
ナ
ッ
ク

上手に摘めたかな？

たくさん採れたよ (サラダスナック )

　

現
在
上
第
二
保
育
所
に
勤
務
さ
れ
て
い

る
川
辺
て
る
み
さ
ん
が
、
７
月
に
大
分
県

で
行
わ
れ
る
第
52
回
九
州
保
育
事
業
研
究

大
会
に
熊
本
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
辺
さ
ん
は
、平
成
十
五
年
度
に
１
・
２

歳
児
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
保
育
、

異
年
齢
児
と
の
交
流
で
生
ま
れ
る
子
ど
も

の
成
長
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
、
二

月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
県
の
大
会
で

「
１
・
２
歳
児
の
現
状
と
保
育
子
育
て
支
援

の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
発
表

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

川
辺
て
る
み
さ
ん
が
熊
本
県
代
表
に

第
52
回
九
州
保
育
事
業

研
究
大
会

上第二保育所の子どもたちと一緒に

め
て
の
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
八
日
に
は
深
田
小
学
校
の
児

童
が
、学
校
近
く
の
茶
園
で
茶
摘
み
を
行
い
、

昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
お
茶
を
収
穫
。

　

収
穫
し
た
お
茶
は
学
校
給
食
で
天
ぷ
ら

な
ど
に
し
て
出
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。



11

ま　

ち　

の　

話　

題

Town Topics

　

５
月
９
日
、
岡
原
中

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

た
球
磨
郡
中
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
兼
県
選
抜
中
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
郡
予

選
で
、
上
中
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
見
事

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
男
子
は
総
当

た
り
リ
ー
グ
戦
で
全
試

合
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。

女
子
は
決
勝
で
岡
原
中

学
校
と
対
戦
し
、
６
月

19
・
20
日
に
菊
池
市
で

行
わ
れ
る
県
大
会
へ
の

キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し

た
。

　

男
子
は
今
年
２
月
に

行
わ
れ
た
熊
本
県
新
人

戦
で
も
ベ
ス
ト
４
の

実
力
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の

野
々
脇
惇
二
さ
ん
は

「
自
分
た
ち
の
バ
レ
ー

を
精
一
杯
や
る
だ
け
で

す
。」、
女
子
キ
ャ
プ
テ

ン
の
西
恵
利
香
さ
ん
は

「
ま
ず
は
１
回
戦
突
破

を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま

す
。」
と
そ
れ
ぞ
れ
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

上
小
学
校
で
は
、
四
月
十
九
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
の
６
日
間
（
土
日
を
除

く
）、
ふ
る
さ
と
学
級
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
訪
問
が
行
わ
れ
る
期
間

の
午
後
の
時
間
を
利
用
し
、
町
の
教
育
委

員
会
が
行
っ
た
も
の
で
、
４
年
生
か
ら
６

家
庭
訪
問
の
時
間
を
活
用

上
小
学
校
ふ
る
さ
と
学
級

年
生
ま
で
の
希
望
者
が
参
加
。
開
講
日
に

は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
宮
﨑
幸
利
氏
に

救
命
用
ロ
ー
プ
の
結
び
方
と
ゲ
ー
ム
、
２

〜
４
日
目
は
木
工
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
と
カ
ッ
コ
ー
笛
、
５
日
目
に
は

上
婦
人
会
の
方
々
に
旬
の
ま
ぜ
ご
飯
の
作

り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
完
成
し

ウッドデッキ作り

た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
は
、
町

内
の
福
祉
施
設
な
ど
5
カ

所
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

上中バレー部がアベック優勝
県選抜中学生バレーボール大会郡予選
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投
票
率
は
89
．96
％ 

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
議
員
選
挙

桑原　武夫
総務文教常任委員会委員
上球磨消防組合議会議員

平田　助弘
厚生常任委員会委員
上球磨消防組合議会議員

溝口　峰男
建設経済常任委員会副委員長
人吉球磨広域行政組合議会議員
議会運営委員会委員

岩永　国昭
建設経済常任委員会委員
人吉球磨広域行政組合議会議員

鏡　　與德
総務文教常任委員会委員
広報調査特別委員会委員

永村　修一
厚生常任委員会副委員長
人吉球磨広域行政組合議会議員
議会運営委員会委員長

永井　　梓
建設経済常任委員会委員長
議会運営委員会委員

田原　健一
建設経済常任委員会委員
上球磨消防組合議会議員
広報調査特別委員会委員長

副議長
岩本　幸男

厚生常任委員会委員

久保田久男
総務文教常任委員会委員
公立多良木病院組合議会議員

浦本　秀正
厚生常任委員会委員長
公立多良木病院組合議会議員
議会運営委員会委員

樫山　　保
厚生常任委員会委員
議 会 選 出 監 査 委 員

議長
尾方球三郎

総務文教常任委員会委員

宮原　盛幸
総務文教常任委員会副委員長
議会運営委員会副委員長
人吉球磨広域行政組合議会議員

豊永　隆一
総務文教常任委員会委員
公立多良木病院組合議会議員

小見田和行
厚生常任委員会委員
広報調査特別委員会委員

松本　光弘
総務文教常任委員会委員長
議 会 運 営 委 員 会 委 員
公立多良木病院組合議会議員

橋爪　和彦
総務文教常任委員会委員
川辺川総合土地改良事業組合議会議員
広報調査特別委員会副委員長

渕田　勇一
厚生常任委員会委員
広報調査特別委員会委員

　

四
月
二
十
五
日
、
合
併
に
伴
う

在
任
特
例
に
よ
る
任
期
満
了
を
四

月
末
日
に
控
え
、
あ
さ
ぎ
り
町
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
前
の
議
員
数
は
53
名
で
し

た
が
、
今
回
の
町
議
会
議
員
選
挙

に
は
36
名
の
方
が
立
候
補
さ
れ
、

定
数
で
あ
る
22
名
の
方
々
が
当
選

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
の
任

期
は
本
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

年
四
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
の
有
権
者
数
は

１
万
４
，
０
７
８
人
で
投
票
率
は

89
．
96
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

ま
た
、
五
月
十
二
日
に
は
新
町

議
会
議
員
に
よ
る
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
、
議
長
に
尾
方
球
三
郎
氏
、

副
議
長
に
岩
本
幸
男
氏
が
選
挙
に

よ
り
決
定
し
、
各
委
員
の
決
定
や

議
案
の
可
決
、
専
決
事
項
な
ど
の

承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

奥田　公人
建設経済常任委員会委員
広報調査特別委員会委員

田原　茂久
建設経済常任委員会委員
川辺川総合土地改良事業組合議会議員

中村　嘉夫
建設経済常任委員会委員
公立多良木病院組合議会議員

新町議会
議員決定

新町議会議員
（※敬称略、順不同）
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今
年
４
月
１
日
に
全
町
内
で
運
用
開
始
さ
れ
た

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
。10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
で
、

火
曜
か
ら
日
曜
ま
で
免
田
駅
や
町
内
温
泉
施
設
な

ど
を
結
ぶ
13
路
線
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
料
金
は
ど
こ
で
乗
っ
て
も
１
人
１
回

２
０
０
円
で
、
身
体
障
害
者
の
方
、
小
学
生
以
下

の
小
児
は
１
５
０
円
、
１
歳
未
満
の
乳
児
は
無
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る
方
々
の

声
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る

お
問
い
合
せ
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
福

祉
課
（
４
５-

７
２
１
４　

直
通
）

ま
で
。

　「乗り合いタクシーで、買い物や役場、病
院に行きます。とても便利ですし、家の者も
昼間は仕事などで家にいないことが多いので
これがないと生活できません。」
右から　溝口シゲカさん（皆越）
　　　　樅木マス子さん（麓）
　　　　三枝　正子さん（皆越）

活
用
し
て
ま
す
か
？

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

　環境省は、６月20日（日）の夜８時～10時の２時間
を「ライトダウン・2004̶ブラックイルミネーションー」
と題して、ランドマーク施設やネオンサインに一斉に電気
を消すことを広く呼びかけています。
　いつもと違う時間の流れを感じ、今まで気づけなかった
新しい発見をすることにより、ライフスタイルを変える
きっかけになれば幸いです。「闇を楽しむ。灯りを楽しむ。」
　今年も電気を消して、スローな夜を楽しんでください。

　

吉
井
区
で
は
、
町
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
の
助
成
金
（
30
万
上
限
）

を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
手
作
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
月
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
に
は
当
番

制
で
ゴ
ミ
の
分
別
を
さ
れ
、
免
田
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
搬
入
さ
れ
る
な
ど
積

極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。同
地
区
環
境
美
化
推
進
委
員
の
和
泉
さ
ん
、

桑
原
さ
ん
は
「
夜
違
反
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
た
り
、

分
別
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、
世
帯
数
が
多

い
の
で
放
っ
て
お
く
と
大
変
な
ん
で
す
。」
と
、

ほ
ぼ
毎
日
ゴ
ミ
の
分
別
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
期
間
中
だ
け
で
は

な
く
、
日
頃
か
ら
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

  
６
月
は
環
境
月
間
で
す

　

吉
井
区
で
は

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
手
作
り

ＣＯ2削減・百万人の環キャンペーン
̶ライトダウン2004 ブラックイルミネーションー

吉井区リサイクルステーションと桑原さん（左）、和泉さん
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　あさぎり町は、平成 16年度よりグリーン・ツーリズム（注）に向けた農家民泊受け入れ家庭を募集します。

この取組みは、昨年度より実施している地域づくりインターン事業（国土交通省事業）の一環として８月９日

～ 27日までの 19日間の日程で、三大都市圏に住む大学生等（インターン生）４名を農家に受け入れるもので、

農作業体験や郷土料理、伝統工芸などを通して町民との交流を図るとともに、農家民泊や特産物開発などに関

する新鮮なアイディアを募り、あさぎり町版グリーン・ツーリズムの推進をめざすものです。

　今後、「農家民泊に取り組みたい」あるいは「特産物開発に対する若者の意見を聞きたい」など、グリーン・

ツーリズムに関心がある方は、ぜひご応募下さい。

農家民泊
　受け入れ家庭

～グリーン・ツーリズムの推進に向けて～

大募集農家民泊
　受け入れ家庭大募集

搾乳体験の様子（Ｈ15年度）

梨収穫体験の様子（Ｈ15年度）

　現在、全国各地で田植えや果物収穫などの農作

業体験や郷土料理調理体験、農家民泊などが実施

され、新しいまちづくりの一つとして注目されて

います。あさぎり町は、平成 15 年度に国から「森

林の郷げんき特区」の認可を受け、農家民泊開設

に伴う消防施設の簡素化などの規制緩和が行われ

ており、グリーン・ツーリズム推進に向けて積極

的に取り組むこととしています。

【募集内容】

募集期間： 平成16年６月３日（木）～６月30日（水）

まで

募集農家： ４～８軒

　　　　　（１軒につき１名ずつ受け入れ予定）

受入期間： ⑴平成16年８月 ９ 日㈪～８月15日㈰

　　　　　 ⑵　  〃   　８月20日㈮～８月27日㈮

※ 上記⑴⑵のどちらか一方だけの受け入れでもけっこ

うです。

　その他： インターン生受け入れに伴う助成金が支給

されます。

　詳しい内容等については、後日、農家民泊

説明会を実施いたします。

　問い合わせ先：あさぎり町企画財政課
　　　　　　　　電話45－7211　担当：沖松

（注）グリーン・ツーリズムとは、都市住民が農山漁村に滞在し、地域の自然や文化、人々との交流を楽しむ
余暇活動をいいます。
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中
山
間
地
域
の
農
業
・
農
村
は
、
水
源
か
ん
養
・
洪
水

防
止
機
能
等
の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
特
異
性
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
に
よ

る
機
能
低
下
が
国
民
全
体
に
経
済
的
損
失
を
与
え
な
い
よ

う
に
、
生
産
条
件
の
不
利
を
補
正
す
る
た
め
の
支
援
策
と

し
て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
上
・
岡
原
・
須
恵
・
深
田
地
区
に
お
い
て
、

二
十
八
集
落
と
二
個
人
が
こ
の
事
業
を
実
施
し
、
道
路
や

用
排
水
路
の
整
備
、
法
面
の
保
護
、
景
観
作
物
の
作
付
け
、

共
同
利
用
機
械
の
購
入
等
の
農
地
保
全
管
理
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
は
、
三
八
六
戸
の
農
業
者
が

参
加
し
て
、
二
四
八
．
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
の
保
全
管

理
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
二
，
六
九
九
万
四
，
〇
一
三
円

の
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
実
施
集
落

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

﹇
上
地
区
﹈　

十
一
集
落
・
二
個
別
協
定
（
皆
越
地
区
内
で

実
施
）

　

尾
鉢
・
東
小
原
・
川
久
保
永
里
・
栩
登
・
新
村
・
山
田
・

狩
所
・
永
山
・
中
村
・
山
下
・
立
野

﹇
岡
原
地
区
﹈　

五
集
落

　

宮
麓
溝
上
・
一
の
木
谷
・
寺
の
前
・
麓
・
城
谷

﹇
須
恵
地
区
﹈　

四
集
落

　

湯
の
原
・
阿
蘇
・
平
山
・
松
尾

﹇
深
田
地
区
﹈　

八
集
落

　

辰
口
・
宮
前
・
椎
谷
・
上
成
石
・
宝
・
荒
茂
・
仁
王
・

柳
の
内

平
成
十
五
年
度
は

約
二
，七
〇
〇
万
円
を
交
付

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

　学校の週５日制の実施により、子どもたちの自由な活動時間が多くなりました。この時間を活用して、学校
では経験できない、地域におけるボランティア活動や体験活動など、自ら考え行動する「生きる力」を高める
ことが求められています。地域社会においても受け皿づくりが進められていますが、まだ十分でないのが実情
です。
　そこで、子どもたちの健全育成に大きな成果をあげている「スカウト運動」の活動をお勧めします。スカウ
ト活動はイギリスで始まり、約 100年の歴史を持ち、現在 154カ国と地域が加盟、2,600 万人が参加する世
界最大の青少年運動です。日本では大正時代にスタートし、現在 47都道府県で約 20万人が加盟し活動して
います。
　あさぎり町でも球磨第１団として 45名の児童・生徒が現在活動しています。ぜひこの機会にあなたのお子
様もスカウト運動への加入をお勧めします。

スカウト運動がめざす人づくり
・奉仕の精神を持った、頼りになる人格者の育成。
・ 人命救助に役立つ技術、自然環境を大切にする技能、施設での奉仕、町への奉仕などへ進んで参加
できる人格、技能を身につける。
※ 対象者は小学校１年から２５歳までで、年齢別に分け、一貫したプログラムで学習し人間的な成長
をめざします。

　お問い合せ先
　ボーイスカウト球磨第１団
　事　務　局　　宮﨑　幸利（４５－２３７６）
上地区担当　　宮﨑　幸利（４５－２３７６）
免田地区担当　　水長美穂子（４５－３６１２）
岡原地区担当　　別府　圭子（４５－１６３９）
須恵地区担当　　小谷つゆみ（４５－４２６０）
深田地区担当　　二ツ木一男（４５－１３８８）

ボーイスカウト団員募集きみ
も仲間に！
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身
体
障
害
者（
児
）

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
（
児
）
の
巡
回
相

談
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

•
日　

時　

 

平
成
十
六
年
六
月

十
七
日
（
木
）
受
付

／
正
午
〜
午
後
二
時

•
場　

所　

 

湯
前
町
保
健
セ
ン
タ
ー

•
日　

時　

 

平
成
十
六
年
七
月
七

日
（
水
）　

受
付
／

正
午
〜
午
後
二
時

•
場　

所　

 

五
木
村
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

•
相
談
科
目　

 

整
形
外
科
・
耳
鼻

咽
喉
科
・
眼
科

•
相
談
内
容

　

① 

補
装
具
に
関
す
る
相
談
、判
定

　

②
生
活
に
関
す
る
相
談
、
判
定

　

③
身
体
障
害
者
施
設
入
所
相
談

　

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
開
催
日
の
三
日
前
ま
で
に
、

あ
さ
ぎ
り
町
役
場
福
祉
課

℡
４
５-

７
２
１
４
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

保 国 民 健 康 保 険
本算定額（年税額）の計算方法

保険税額を計算してみましょう！

所得割額　　所得に応じて計算

均等割額　　加入者数に応じて計算

平等割額　　1世帯あたりの金額

次の計算式を組み合わせて決められます。

※右計算例（Ａ医療分、Ｂ介護分）
の税率、一人当たりの金額、１世
帯あたりの金額は平成 15年度分の
税率等となっています。平成 16年
度は変わることがあります。

★医療分の上限は53万円となっています。

Ａ　医療分
①所得割額（1人当りの計算）

総所得金額

 円

基礎控除額

　330,000  円

税率

 ※ 6.5  ％

　

 円－ × ＝

②均等割額
加入者数

 人

一人当たりの金額

　※ 22,000     円

　

 円× ＝

（ ）

一世帯当たりの金額

　※３０, ０００     円

A

③平等割額

医療分の年間保険税額は、①＋②＋③ ＝
　
   円

Ｂ　介護分

①所得割額（1人当りの計算）

総所得金額

 円

基礎控除額

　330,000  円

税率

 ※ 0.89  ％

　

 円－ × ＝

②均等割額
加入者数

 人

一人当たりの金額

  ※ 6,000    円

　

 円× ＝

（ ）

一世帯当たりの金額

　※５, ５００    円

B

③平等割額

介護分の年間保険税額は、①＋②＋③ ＝
　
   円

40歳から64歳の人（介護保険第2号被保険者）のみで計算します。
40歳から64歳の人のみ

介護保険の第2号被保険者

医療分と介護保険の保険料分（介護分）

の合計額を国保の保険税として納めます。

医療分 介護分 国保の保険税

★ 介護分の算定には40歳から64歳の人

以外の所得等は影響しません。

★介護分の上限は8万円となっています。

40歳～64歳の人がいない世帯はA、40歳～64歳の人がいる世帯はA＋Bが年間保険税額になります。

　上記の計算の中には端数計算が含まれていませんので、千円前後の差が生じます。
　また、年度途中の国民健康保険加入者の増減・所得の増減・介護保険第二号被保険者該当（40歳到達による）等に
より年税額の変動があります。

①

②

③

①

②

③

＝＋
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知
的
障
害
者
巡
回
相

談
の
お
知
ら
せ

　

十
八
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
巡
回
相
談

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
予

約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
役
場
福
祉
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

 

平
成
十
六
年
七
月
七
日
㈬

場　

所　

 

球
磨
地
域
振
興
局

　
　
　
　

大
会
議
室

対
象
者　

 

十
八
歳
以
上
の
知
的
障

害
者
（
知
的
障
害
児
は

対
象
外
）

　

相
談
内
容　
　

①
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
相
談

②
医
療
に
つ
い
て
の
相
談

③
年
金
に
つ
い
て
の
相
談

④
就
労
に
つ
い
て
の
相
談

⑤
施
設
入
所
に
つ
い
て
の
相
談

⑥ 

療
育
手
帳
申
請
に
つ
い
て
の
相

談
（
再
判
定
は
除
く
）

★
相
談
時
間
に
つ
い
て
は
、
予
約

受
付
終
了
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課
℡
４
５-

７
２
１
４

計算してみよう　あなたの 国
国民健康保険（国保）とは
　国保は、病気やケガにそなえて加入者が日頃から収入に応じて保険税を出し合い、そこから医療費を支出し
ようという相互扶助の制度です。
　みなさんが、お医者さんにかかると、医療費の３割を支払うだけで診療が受けられます。残りは国保から医
療機関に支払われるからです。

仮算定とは
　４月時点では、前年中（平成 15年１月から 12月）の所得が確定していないため（６月初旬に確定予定）、
納税義務者の前年度分の国民健康保険税を基礎として仮に徴収するものです。前年度、途中加入者の場合は、
１年間加入していた場合の年間税額を基礎として仮に徴収します。前年度２割軽減該当世帯については、軽減
前の年間税額を基礎として仮に徴収します。

仮算定額の計算方法
　前年度分の国民健康保険税額を当該年度の納期の数で除して得た金額をそれぞれの納期で徴収するように
なっています。

　計算例

本算定とは
　前年中（平成 15年 1月から 12月）の所得を基礎に当該年度（現時点）の年税額を決定するものです。
　ただし、国民健康保険加入者の増減や所得の増減、介護保険第二号被保険者該当（40歳到達による）等に
より年税額の変動があります。

本算定（8月）以後の税額の調整
　仮算定で徴収した税額が当該年度で確定した税額に満たない場合、本算定以後の納期において徴収します。

　計算例

　仮算定で徴収した税額が当該年度で確定した税額を超えるときは、過納額を還付するか、又は当該納税義務
者の地方団体徴収金（地方税等）未納額に充当しなければなりません。

　計算例

　未納額がない方・・・過納分全額還付いたします。
　未納額がある方・・・未納額へ充当させていただきます。

　国保に加入している人は、給付を受ける「権利」があると同時に、保険税を納める「義務」もあります。
　保険税は、国保制度運営のための重要な財源です。必ず納期内に収めましょう。

平成 15年度年税額
300,000 円

あさぎり町の納期数
６期

第 1期・第 2期それぞれの税額
50,000 円

平成 16年度で確定した税額
200,000 円

仮算定で徴収した税額
100,000 円

不足する税額
100,000 円

不足する税額
100,000 円

本算定以後の納期数
４期

第 3期から第 6期それぞれの税額
25,000 円

平成 16年度で確定した税額
80,000 円

仮算定で徴収した税額
100,000 円

過納となった税額
20,000 円

÷ ＝

－ ＝

÷ ＝

＝－
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English-style Gyoza　英国風ギョウザ

Jon Cockle

高
齢
者
生
活

支
援
事
業

高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
②

　

在
宅
の
要
援
護
高
齢
者
及
び
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
要
援
護
高
齢
者
及
び
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
総
合
的
な
保
健
福
祉

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

対
象
者　

 

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
じ
る

世
帯
な
ら
び
に
身
体
障
害
者
等
で
あ
っ
て
寝
具
の
衛
生
管
理
等
が
困
難
な
方
で
す
。

事
業
内
容　

 

利
用
者
に
対
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
が
委
託
し
た
業
者
が
、
衛
生
管
理
の
た
め
寝
具

を
お
預
か
り
し
て
、水
洗
い
、乾
燥
消
毒
を
行
っ
て
利
用
者
の
方
へ
お
返
し
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
年
二
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
回
覧

な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
あ
さ
ぎ
り
町
が
委
託
す
る
業
者
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
利
用
者
の
方
へ
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
、
町
の
名
前
を
か
た
っ
て
布
団
を
預
か
る

業
者
等
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

対
象
者　

 

六
十
五
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
老
衰
、
心
身
の
障

害
等
の
た
め
に
、
理
容
院
又
は
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
で
す
。

事
業
内
容　

 

利
用
者
に
対
し
て
、
理
美
容
事
業
者
の
方
が
自
宅
を
訪
問
し
て
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

（
散
髪
す
る
こ
と
）を
提
供
し
ま
す
。
利
用
者
の
方
は
年
四
回
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

但
し
、
散
髪
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
あ
さ
ぎ
り
町
在
宅
老
人
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業

対
象
者　

 

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
じ

る
世
帯
な
ら
び
に
身
体
障
害
者
の
方
が
対
象
で
す
。

事
業
内
容　

 

利
用
者
の
方
が
急
病
や
災
害
な
ど
の
際
に
、
消
防
署
や
近
隣
の
方
の
協
力
に
よ
り
、

迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
て
、
ボ
タ
ン
一つ
で

消
防
署
な
ど
に
連
絡
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　
　
　
　

 　

但
し
、
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
の
前
年
度
の
収
入
に
よ
り
個
人
負
担
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
先

　

あ
さ
ぎ
り
町
役
場
高
齢
総
合
課
高
齢
福
祉
係　

電
話
番
号　

４
５
‐
７
２
１
５
（
直
通
）

As a foreigner, when I came to Japan many foods were strange to me.  However, there are 
lots of Japanese foods that are very easy to eat for foreigners.  One food in particular that I 
took a liking to instantly was gyoza.  Since coming to Japan I have learned how to make my 
own gyoza and have also created this original recipe for "English-style" gyoza.  In England 
we eat a lot of meat and potatoes, so I included those in the recipe.  Please try the recipe - but 
be aware, these taste very different to normal gyoza!

　 　日本には私たち外国人にとって不思議な食べ物が沢山ありますが、そのほとんどを美味しく食べ
られます。その中でも私がすぐに気に入ったのが、ギョウザです。ギョウザの作り方を習ううちに、自分でオリジナ
ルのギョウザを作るようになりました。私たちイギリス人は肉とジャガイモを沢山食べるので、材料の中に入れてみ
ました。是非、この英国風ギョウザをお試しください。普通のギョウザとは全然違いますよ。

You will need:
1 small pack of minced beef (180g)
3 potatoes
1 carrot
1 beef consomm_ cube
2 tbsp tomato puree 
salt and pepper
mixed herbs(Rosemary, Thyme and Basil)
30 gyoza skins

＜材料　３０個分＞
牛ひき肉　１８０ｇ
ジャガイモ　３個
人参　１本
コンソメ　１個
トマトピューレ　大さじ２
塩、コショウ
ハーブ（ローズマリー、タイム、バジル）
餃子の皮　３０枚

1)  First, peel and boil the potatoes.  When they are ready, drain the 
potatoes, put them into a mixing bowl and coarsely mash with a 
fork. Let the potatoes cool for a little while.

2) Grate the carrot into the potatoes.  Add the minced beef.  Mix well!
3)  Dissolve the consomm_ cube in a cup with a tbsp of hot water.  

Add to the meat mixture.
4)  Add tomato puree and season with salt, pepper and herbs to taste.  

Mix everything well.
5)  Make gyoza in the usual way.  Cook and serve with ponzu or 

ketchup!

＜作り方＞
①ジャガイモの皮をむいて茹でる。茹であがったら、ボール
に移しフォークで粗くつぶした後しばらく冷ます。

②すりおろした人参と牛ひき肉を①に加え、よく混ぜる。
③コンソメを大さじ１のお湯で溶かし、②に加える。
④トマトピューレを加え、塩、コショウ、ハーブで味付けを
する。
⑤普通の餃子のように材料を皮で包み、フライパンで焼く。
ポン酢やケチャップを付けて食べる。

Hello,everyone!!

　(訳 : 白柿浩美 )
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ほー
びゃーです！

わたしたち

自分の空いた時間に練習できるのが魅力

あさぎり弓道部会
（代表　小田　裕さん）

　あさぎり弓道部会は、合併前までは旧町村でそれぞ
れ活動されていた愛好家の方々が合併を期に新たに組
織され、現在毎週火曜と金曜の午後８時から免田総合
体育センターの弓道場で練習されています。
　現在の会員は初心者からベテランまで 41名で、南
稜高校弓道部の部員も一緒に汗を流しています。決
まった練習日以外にも自分の空いている時間に練習す
ることができ、代表の小田さんは「みんな自分の都合
のいい時間帯に練習に来られます。道具は一式揃って
いますので、ぜひお気軽に入会ください。」と話され
ていました。
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ＳＯＳを見逃さないで！
子どもたちが防犯ブザーを持っています

　この度、あさぎり町の未来を担う子どもたちの身の安全を守るため、教育委員会から小学校の全児童に防犯
ブザーの配布がありました。
　ボタンを押すかピンを引き抜くと、「ピピピピピ」と大きな電子音が鳴る仕組みになっています。子どもた
ちのＳＯＳを見逃さないよう、大人の私たちも日頃から気を配っておきましょう。

防犯ブザーを手にする上小学校1年生
お問い合せ先：あさぎり町教育総務課
　　　　　　　TEL 45-7226（直通）

みんなで安
あ づ ち

土の作業



　

香
典
返
し

　

次
の
ご
遺
族
の
方
々
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
16
年
４
月
１
日
〜
４
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

地
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人

免
田　

児
玉　

啓
子　

児
玉　
　

功

須
恵　

中
村　

敏
孝　

中
村
ミ
ト
メ

免
田　

小
田　

定
見　

小
田　

リ
ツ

岡
原　

立
山　

ミ
エ　

立
山　

利
雄

上　
　

山
口　

朝
子　

山
口　

尊
徳

岡
原　

田
原
オ
ホ
ミ　

田
原　

敬
史

須
恵　

野
田　

豊
光　

野
田　

豊
美

免
田　

辻
本　

高
司　

辻
本
恵
美
子

岡
原　

冨
田　

啓
郎　

冨
田　

紀
子

上　
　

安
達　

金
伍　

安
達
チ
ヨ
子

岡
原　

河
野
袈
次
郎　

河
野
ア
キ
ノ

岡
原　

中
神　

夏
枝　

中
神　
　

清

免
田　

東　

恵
美
子　

東　
　

一
利

上　
　

緒
方
八
十
一　

緒
方
ミ
カ
ツ

一
般
の
寄
附　

劇
団
荒
城

社
協
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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部
活
動
紹
介

◆
上
小
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

上
小
バ
ス
ケ
部
は
、
男
子
18
名
、
女
子

17
名
で
、
永
井
先
生
、
井
口
先
生
、
田
村

先
生
の
指
導
の
も
と
郡
市
大
会
で
の
優
勝

を
目
標
に
練
習
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

部
員
の
皆
さ
ん
は
「
練
習
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
自
分
も
み
ん
な
も
強
く
な
っ
て

い
く
の
が
う
れ
し
い
！
」
と
の
こ
と
。

　

先
生
は
、「
限
ら
れ
た
練
習
時
間
で
す

が
、
声
を
出
し
て
、
体
を
し
っ
か
り
動
か

し
、
仲
良
く
練
習
し
て
い
ま
す
。」

　

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

◆
岡
原
中
学
校　

陸
上
部

　

岡
原
中
陸
上
部
は
、
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
合
わ
せ
て
38
人
で
、
週
６
日
練
習

し
て
い
ま
す
。
女
子
は
郡
市
の
駅
伝
大
会

で
５
連
覇
を
成
し
遂
げ
、
卒
業
生
に
は
実

業
団
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
も
多
数
。

　

現
在
は
黒
木
一
浩
先
生
と
那
須
治
美
先

生
、３
人
の
コ
ー
チ
で
指
導
さ
れ
て
お
り
、

黒
木
先
生
は
「
部
活
動
を
通
し
て
礼
儀
や

根
性
・
忍
耐
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
。」
と

話
さ
れ
、
総
合
キ
ャ
プ
テ
ン
の
平
嶋
琢
哉

さ
ん
は
「
記
録
が
良
く
な
っ
た
り
、
人
と

競
い
な
が
ら
交
友
関
係
が
生
ま
れ
る
と
こ

ろ
が
お
も
し
ろ
い
。」
と
陸
上
の
魅
力
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と　

き　

 

６
月
23
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ　

 

あ
さ
ぎ
り
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

担
当
者　

 

法
務
局
職
員
：
人
権
擁

護
委
員

　

こ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
家
庭
内
（
夫
婦
、
親
子
、
嫁
、

姑
な
ど
）
の
こ
と
で
な
や
ん
で

い
る
と
き

○
相
隣
関
係（
通
行
、排
水
、境
界
、

な
ど
）
で
困
っ
て
い
る
と
き

○
借
地
、
借
家
な
ど
で
困
っ
て
い

る
と
き

○
相
続
、
遺
言
な
ど
で
な
や
ん
で

い
る
と
き

○
人
権
問
題
な
ど
で
困
っ
て
い
る

と
き

○
金
銭
問
題
（
保
証
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
、
サ
ラ
金
な
ど
）
で
困
っ
て

い
る
と
き

○
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
で
な
や
ん
で
い
る

と
き

　

も
よ
り
の
法
務
局（
人
吉
支
局
）

と
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
は
毎

日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

℡（
０
９
６
６
）２
２-

３
３
９
３

（
人
吉
支
局
）

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
人
権
擁
護
委
員

の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

須
恵
地
区

　

岩
崎　

熊
六
☎
４
５-

５
２
１
４

　

白
濱
千
代
子
☎
４
５-

０
４
３
８

免
田
地
区

　

川
邊　

昭
美
☎
４
５-
０
０
３
１

　

金
子　

淳
子
☎
４
５-
１
１
８
８

上
地
区

　

松
本　

芳
子
☎
４
５-

０
０
０
１

深
田
地
区

　

西　
　
　

誓
☎
４
５-

４
７
２
５

　

坂
本　

哲
郎
☎
４
５-

１
６
７
９

岡
原
地
区

　

濱
松　

正
徳
☎
４
５-

１
９
１
４

　

上
田　

昭
子
☎
４
５-

３
０
２
２

問
合
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
役
場　

町
民
課

　

℡
０
９
６
６-

４
５-

７
２
１
３

無
料
人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）
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各
課
紹
介

10

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　

事
務
局
長　
　

森
元　

正
信

　
　
　

書
記　
　

山
本　

日
和

　
　
　
　
　
　
　

荒
木
百
合
香

　
　
　
　
　
　
　

村
山　

幸
一

　
　
　
　
　
　
　

免
田　

英
郎

局
長
よ
り

　

農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の
確
保

と
遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
農
地
の
移
動
・
転
用
・
農
業
者
年
金

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま

た
は
、
地
元
の
農
業
委
員
（
26
名
）
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

21

◆
須
恵
保
育
所

　

所
長　
　
　
　

尾
方　

維
孝

　

主
任
保
育
士　

愛
甲　

栄
子

　

保
育
士　
　
　

溝
口　

利
恵

　
　
　
　
　
　
　

金
森　

淳
子

　
　
　
　
　
　
　

段
村　

由
紀

　
　
　
　
　
　
　

大
岩　

亜
記

　
　
　
　
　
　
　

渕
田　

尚
子

　
　
　
　
　
　
　

平
野　
　

恵

　
　
　
　
　
　
　

大
手　

和
代

　

調
理　
　
　
　

恒
松
ち
え
み

　
　
　
　
　
　
　

石
川　

好
美

所
長
よ
り

　

毎
日
、
45
名
の
子
ど
も
た
ち
が
広
い
敷
地

で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
び
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　

き
ら
き
ら
輝
く
目
を
し
た
心
豊
か
な
か
わ

い
い
園
児
を
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

是非お越しください

天子の水公園
花菖蒲祭り開催!!

◆日　時　平成16年６月６日（日）
　　　　　午前10時～午後３時30分（小雨決行）
◆会　場　あさぎり町天子の水公園（古草城区）

　ステージでは、地元保育園児の遊戯を始め、
各種団体による舞踊・演劇などの披露。その他、
名水 100 選に選ばれた天子の水を使った野点
（先着 400 名）、生け花・水墨画・地元小学生
による菖蒲絵画等展示、各種団体によるバザー、
花菖蒲の苗販売など盛りだくさん。
　天子の水公園内には約３万株の花菖蒲があ
り、５月下旬から６月中旬までが見頃です。夜
にはたくさんのホタルが乱舞し、幻想的です。
是非お越しください。

～お問い合わせ先～
あさぎり町役場商工観光課
　電話：４５－７２２０
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Asagiri  Information

６
月
は
男
女
雇
用
機
会

均
等
月
間
で
す

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
第
19
回
男

女
雇
用
機
会
均
等
月
間
行
事
と
し

て
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
推
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、妊
娠
・

出
産
を
理
由
と
す
る
解
雇
や
身
分

変
更
な
ど
の
男
女
差
別
的
扱
い

や
、
管
理
職
に
就
く
女
性
が
少
な

い
状
況
な
ど
、
雇
用
の
場
に
お
け

る
男
女
間
の
格
差
は
大
き
く
、
各

企
業
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

け
ば
よ
い
の
か
、
ぜ
ひ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
社
の

雇
用
管
理
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
熊
本
労
働
局
雇

用
均
等
室

☎
０
９
６
─３
５
２
─３
８
６
５

ま
で
。

◆
日
時　

平
成
16
年
６
月
21
日

（
月
）
13
：
30
〜
16
：
15

◆
会
場　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本

◆
内
容

①
均
等
推
進
企
業
表
彰

②
講
演
「
女
性
の
活
躍
で
企
業
は

伸
び
る
―
カ
ギ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア

ク
シ
ョ
ン
―
」

　

財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部

社
会
労
働
部
長　

北
浦
正
行
氏

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

平
成
16
年
度
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
生
募
集

　

男
女
が
お
互
い
に
喜
び
も
責
任

も
分
か
ち
合
い
つ
つ
、
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
に

む
け
、
あ
な
た
も
地
域
で
活
躍
し

て
み
ま
せ
ん
か
！

☆ 

研
修
の
主
な
内
容

●
事
前
研
修　

９
月
８
日
（
水
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
を
学
び
ま

す
。

●
先
進
地
研
修　

10
月
14
日（
木
）

〜
17
日
（
日
）（
３
泊
４
日
）

〈
東
京
都
〉

・
市
川
房
枝
記
念
会
・
婦
選
会
館

（
講
話
・
施
設
見
学
・
説
明
）

　

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
政

治
、
経
済
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習

機
会
の
提
供
、
調
査
等
を
行
っ
て

い
る
施
設
で
す
。

〈
神
奈
川
県
〉

・
横
浜
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
施
設

見
学
・
説
明
・
交
流
・
講
話
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
、広
報
啓
発
や
交
流
、

調
査
研
究
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
施
設
で
す
。

　

横
浜
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

と
交
流
し
ま
す
。

●
事
後
研
修　

11
月
24
日
（
水
）

　

今
後
の
活
動
に
向
け
た
学
習
及

び
討
議
を
し
ま
す
。

☆
募
集
期
間
：
平
成
16
年
５
月
１

日
（
土
）
〜
６
月
30
日
（
水
）

☆
募
集
対
象
：
熊
本
県
在
住
の
20

歳
以
上
65
歳
未
満
の
男
女
で
、
全

研
修
に
意
欲
を
持
っ
て
参
加
で
き

る
方
。

☆
募
集
人
員
：
20
人
程
度

☆
応
募
方
法
：
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
文
を

添
え
て
、
各
市
町
村
の
男
女
共
同

参
画
行
政
担
当
窓
口
（
役
場
福
祉

課
）
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

参
加
申
込
書
は
、
各
市
町
村
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
男
女

共
同
参
画
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

推
進
課
又
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.danjyo.pref.

kum
am
oto.jp/

）
に
あ
り
ま
す
。

〈
作
文
の
テ
ー
マ
〉

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
あ
な
た
が

取
り
組
み
た
い
こ
と
」（
題
名
は

自
由
で
す
。
１
２
０
０
文
字
程
度

で
お
願
い
し
ま
す
。）

税務職員（税務大学校生）募集
　人事院と熊本国税局では、税務職員（税務大学校生）を募集しています。

募集要項は次のとおりです。

◆受験資格

　昭和 59年４月２日から昭和 62年４月１日までに生まれた方で、学歴は問いません。

◆試験の程度

　高等学校卒業程度

◆受付期間

　平成 16年６月 22日（火）～６月 29日（火）まで（消印有効）

◆第１次試験

　平成 16年９月５日（日）

◆申込用紙

　熊本国税局や税務署に備えています。詳しくは人吉税務署総務課（電話２３－２３１１）までお尋ねく

ださい。
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あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☆
発
表
：
選
考
の
う
え
、
8
月
中

に
通
知
し
ま
す
。

☆
費
用
：
先
進
地
研
修
に
要
す
る

費
用
（
約
10
万
円
程
度
）
の
う
ち
、

３
分
の
１
程
度
を
県
が
負
担
し
ま

す
。
事
前
研
修
及
び
事
後
研
修
の

旅
費
に
つ
い
て
は
、
全
額
を
県
が

負
担
し
ま
す
。

※
研
修
を
終
え
ら
れ
た
方
を
、
熊

本
県
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
認
定
し

ま
す
。「
男
女
共
同
参
画
社
会
リ
ー

ダ
ー
」
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
の
推
進
役
と
し
て
、
県
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
地
域
や
職
場

で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

お
問
合
せ
先
…
熊
本
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
く
ま
も
と
県

民
交
流
館
パ
レ
ア
内
）

〒
８
６
０
─８
５
４
４　

熊
本
市

手
取
本
町
８
─９
テ
ト
リ
ア
熊
本

担
当
：
飯
尾

　

℡
０
９
６
─３
５
５
─１
１
８
７

　

℻
０
９
６
─3
5
5
─4
3
1
7

e-m
ail danjocenter@

pref.
kum
am
oto.lg.jp

新
築
住
宅
に
熊
本
ス
ギ

柱
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

〜
熊
本
の
気
候
に
合
っ
た
県
産
木

材
を
使
い
ま
し
ょ
う
〜

　

熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で

は
、
県
内
で
木
造
新
築
さ
れ
る
方

に
、
乾
燥
ス
ギ
柱
材
を
無
償
で
提

供
す
る
「
く
ま
も
と
木
の
住
ま
い

づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。

◆
提
供
す
る
木
材

　

12
㎝
角
、
又
は
10
・
5
㎝
角
で
、

長
さ
３
ｍ
。
新
築
の
個
人
住
宅
一

戸
当
た
り
90
本
を
上
限
。

◆
募
集
戸
数

　

第
１
回
目　

35
戸

◆
募
集
期
間

　

平
成
16
年
６
月
７
日
（
日
）
〜

６
月
18
日
（
金
）

※
申
込
条
件
、
お
申
し
込
み
方
法

に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

（
社
）
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

☎
０
９
６
─３
８
２
─７
９
１
９

℻
０
９
６
─３
８
２
─７
８
９
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://
infobears.ne.jp/km

okuren/

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
高
校
卒
業
程
度
）
受

験
者
募
集

　

人
事
院
で
は
、
次
の
日
程
で
一

般
官
署
、
税
務
署
等
の
初
級
係
員

を
採
用
す
る
た
め
の
試
験
を
行
い

ま
す
の
で
お
し
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

◆
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
（
税
務
区

分
は
昭
和
59
年
４
月
２
日
）
〜
昭

和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◆
申
込
受
付
期
間

　

平
成
16
年
６
月
22
日
（
火
）
〜

６
月
29
日
（
火
）

◆
第
１
次
試
験

　

平
成
16
年
９
月
５
日
（
日
）

◆
お
問
い
合
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

〒
８
１
２
─０
０
１
３

　

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
２
─１
１
─１

☎
０
９
２
─４
３
１
─７
７
３
３

☎
０
９
２
─４
３
１
─８
１
７
３

　
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

w
w
w
31.ocn.ne.jp/̃npaq/

学
び
た
い
！
そ
れ
が
入

学
資
格
で
す

―
放
送
大
学
学
生
募
集
―

　

放
送
大
学
は
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
自
由
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
学
で
す
。

　

ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
（
無

料
）
か
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用

す
る
の
で
、
自
宅
に
い
な
が
ら
学

習
で
き
ま
す
。
放
送
を
見
逃
し
て

も
、
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
行
け
ば
テ
ー

プ
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
視
聴
す
る

こ
と
も
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

入
学
試
験
は
な
い
の
で
、
18
歳

以
上
で
大
学
入
学
資
格
が
あ
れ
ば
、

だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま
す
。
全
科

履
修
生
と
し
て
入
学
し
、
所
定
の

単
位
を
修
得
す
れ
ば
、学
士（
教
養
）

の
取
得
も
可
能
で
す
。
15
歳
以
上

で
あ
れ
ば
、
選
科
履
修
生
等
と
し

て
１
年
や
半
年
間
在
学
し
て
教
科

目
を
学
ぶ
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
目
的
や
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
学
べ
る
の
が
放
送
大
学
で
す
。

授
業
科
目
は
３
０
０
科
目
も
あ
り
、

広
い
分
野
か
ら
選
べ
ま
す
。

　

現
在
、
約
１
，
０
０
０
人
の
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ス
タ
イ
ル

で
学
ん
で
い
ま
す
。
生
涯
学
習
と

し
て
学
ぶ
人
、
専
門
知
識
を
深
め

た
い
人
、会
社
員
、公
務
員
、教
師
、

主
婦
な
ど
、
年
代
も
10
代
か
ら
70

代
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
最
近
で

は
、
看
護
師
を
目
指
す
準
看
護
師

な
ど
、
資
格
取
得
に
利
用
す
る
人

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

短
大
や
専
門
学
校
か
ら
３
年
次

に
編
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
大
学
院
修
士
科
目
生
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

平
成
16
年
６
月
15
日
〜
８
月
31

日
（
必
着
）

◆
授
業
料

　

１
単
位
あ
た
り
５
千
円
（
教
材

費
込
）

◆
入
学
金

　

２
万
円
〜
５
万
円

◆
お
問
い
合
せ
先

　

放
送
大
学　

熊
本
学
習
セ
ン

タ
ー

　

〒
８
６
０
─０
０
８
２

　

熊
本
市
池
田
４
─２
２
─１　

崇

城
大
学
内

☎
０
９
６
─３
５
９
─４
８
９
０

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
土
日
も

お
気
軽
に
。
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
飼
育
者
の
皆

様
へ

　

熊
本
県
で
は
、
先
般
の
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
へ
の
対
応
を
参

考
と
し
て
、
今
後
、
豚
関
係
の
伝

染
病
対
策
と
し
て
連
絡
網
を
整
備

す
る
為
、
イ
ノ
シ
シ
の
飼
育
者
と

飼
育
頭
数
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
イ
ノ
シ
シ
を
飼
育
さ
れ

て
い
る
方
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
役
場

農
業
振
興
課
（
℡
４
５
─７
２
１

８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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古紙配合率　100%

あさぎり町の人口
（５月 1日現在）

総数：18,188 人／世帯数：5,699 戸
男：8,650 人／女：9,538 人

　あさぎり町も合併して、１年２ヶ月が経ちましたが、みなさま
もいろんな事で合併を実感されていることと思います。
　近ごろ、「町の花・木・鳥は決まったのですか？」と聞かれる
ことがありますが、７月～８月にかけての夏休み期間中に、町の
シンボル等（町花・町木・町鳥・町民憲章）を募集したいと考
えております。７月号には募集要項を掲載できると思いますので、
みなさんで魅力あるまちづくりのシンボルを創りましょう。（ゆ）

　上中学校のバレーボール部のみなさんをはじめ、多良木高校
アーチェリー部のみなさんやウエムラテックのテニス部のみなさ
ん、あさぎり町でもたくさんのスポーツ選手が活躍されています。
　私も小学校から高校まで、泣いたり笑ったり、時にはケンカも
しながら部活動に（筋トレに？）明け暮れた日々 を思い出しました。
高校時代の先生がいつも言われていたのは、「部活動に入ること
でこれから自分の人生の糧となっていくのは、年齢を越えて人間
関係を築けること。」ということでした。部活動は身体を鍛える
だけではなく、何かに一生懸命になる素晴らしさを教わったり、
忍耐力を身につける大切な時間だったと思います。また、同じ時
間を過ごした友人はかけがえのないものですよね。
　郡民体育祭も幕を開けました。今年もあさぎり町のみなさん
の活躍を期待しています！（佳）

行政区紹介⑬『熊
く ま の

野』

熊野区

県道48号線

岡原
熊野神社

大無田
阿蘇神社

至
多
良
木
町
久
米

第１回あさぎり町
写真コンテスト

イベント部門　フィルムカメラの部
　最優秀賞　椎葉喜八氏（あさぎり町）

『夕日の舞い』第１回あさぎり夢まつりより

①岡原熊野神社
　和歌山県の熊野神社と同じで、草創年は不明ですが応永年中（1300年代
～1400年代中頃）に再興し、天文年中（1500年代）の頃に修復、江戸時代
の元禄８年（1695年）には社司の尾方惟美が拝殿を作り替えたとのことです。
参考文献：球磨郡神社記
②大無田阿蘇神社
　 阿蘇神社はなまずが神の使いとも言われており、昔から神社近隣の方々は
なまずを食べていなかったため、溝などにはたくさんのなまずがいたのだそう
です。
　毎年11月14日には、地域の方により祭りが行われています。

　熊野地区は人口 304 人、世帯数 78世帯（Ｈ 16. ５. １現在）で、多良木町久米との境にある、田園
風景の広がる行政区です。
　「権現さん」と呼ばれ親しまれている岡原熊野神社（①）や、「なまず」がご神体として祀ってある大
無田阿蘇神社（②）があります。

① ②


